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全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委

員
会
系
統
組
織
の
情
報
紙
と
し

て
、
週
刊
紙
の
利
点
を
活
か
し
、

農
政
・
技
術
・
税
制
の
解
説
な

ど
的
確
で
役
立
つ
情
報
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
ひ
と
り
一
人
が
情

報
活
動
の
重
要
性
を
認
識
し
、

情
報
の
受
発
信
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
地
域
農
業
の
振
興
に
結

び
つ
く
重
要
な
活
動
で
す
。

　

農
業
委
員
の
各
位
に
は
農
家

相
談
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
農

業
委
員
１
人
１
部
以
上
の
普
及

を
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
月
４
回
発
行
）

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
普
及
を
！

　

ま
た
、
欠
員
と

な
っ
た
理
事
の
改
選

が
行
わ
れ
、
理
事
の

互
選
に
よ
り
北
多
摩

地
域
選
出
の
副
会
長

に
新
た
に
竹
松
勇
氏

（
小
平
市
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
清
水

武
男
会
長
）
は
６
月
13
日
、
武
蔵

野
市
の
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
第
44
回
通
常
総
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

平
成
26
年
度
の
活
動
計
画
・

予
算
を
決
定
し
、
視
察
研
修
な

ど
研
究
活
動
の
実
施
に
加
え
、

消
費
者
と
共
に
学
び
意
見
交
換

を
行
う
セ
ミ
ナ
ー
や
消
費
者
に

都
市
農
業
を
見
学
し
て
ら
も
う

バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
計
画

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

挨拶を述べる清水武男会長

農
業
委
員
会
系
統
組
織
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て

　

内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関

で
あ
る
規
制
改
革
会
議
よ
り
「
農

業
改
革
に
関
す
る
意
見
」
が
政

府
に
答
申
さ
れ
、
政
府
は
「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

プ
ラ
ン
の
改
訂
」
、
「
日
本
再
興

戦
略
の
改
訂
」
、
「
規
制
改
革
実

施
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
、
農

業
委
員
会
、
農
業
生
産
法
人
、

農
業
協
同
組
合
の
改
革
を
実
施

す
る
と
し
て
、
次
期
通
常
国
会

へ
の
法
案
提
出
に
向
け
た
検
討

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

公
選
制
の
廃
止
と
首
長
の
選
任

制
へ
の
移
行
、
定
数
削
減
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新

設
、
建
議
な
ど
の
法
令
業
務
か

ら
の
削
除
、
都
道
府
県
農
業
会

議
・
全
国
農
業
会
議
所
の
役
割

の
見
直
し
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
26
年
７
月
に
は
第
22

回
農
業
委
員
統
一
選
挙
が
行

わ
れ
、
東
京
都
で
も
全
45
農

業
委
員
会
の
う
ち
、
約
３
分

の
２
に
あ
た
る
32
の
農
業
委

員
会
で
改
選
が
あ
っ
た
▼
東

京
都
の
農
業
委
員
会
は
か
ね

て
か
ら
「
個
々
の
農
業
委
員

に
よ
る
地
域
活
動
が
大
切
」

と
し
て
農
地
を
守
り
地
域
農

業
を
振
興
す
る
活
動
を
行
っ

て
き
た
▼
こ
の
よ
う
な
農
業

委
員
の
努
力
と
情
熱
を
踏
み

に
じ
る
か
の
よ
う
に
、
ま
さ

に
選
挙
直
前
の
６
月
13
日
に

政
府
の
規
制
改
革
会
議
は
第

２
次
答
申
を
行
い
「
農
業
委

員
会
制
度
と
系
統
組
織
の
見

直
し
を
行
う
」
と
し
た
が
、

そ
の
内
容
は
理
不
尽
か
つ
現

場
を
無
視
し
た
内
容
で
あ
る

▼
こ
れ
か
ら
法
案
づ
く
り
の

中
で
引
き
続
き
反
論
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
東
京
都

内
の
農
業
委
員
会
が
全
国
に

先
が
け
て
行
っ
て
き
た
活
動

に
加
え
て
、
農
業
者
・
消
費

者
に
向
け
た
啓
発
の
充
実
を

全
国
的
に
一
層
は
か
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

あ　

ぜ　

み　

ち

都
に
対
し
担
い
手
支
援
の
充
実
な

ど
を
求
め
る
「
東
京
農
業
の
確
立

に
関
す
る
要
望
」
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

終
了
後
に
は
農
林
水
産
省
都
市

農
業
室
の
中
川
昌
寿
企
画
官
を
講

師
に
迎
え
「
都
市
農
業
の
継
承
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
農
業
経
営
者
セ

ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

農
地
の
保
全
管
理
の
徹
底
と

農
地
流
動
化
の
推
進
（
市
街
化

調
整
区
域
・
農
振
農
用
地
区
域
）

に
向
け
て
、
本
年
度
も
８
月
～

10
月
の
間
に
「
農
地
管
理
・
流

動
化
推
進
月
間
」
を
設
置
し
、

都
内
全
域
で
農
地
利
用
状
況
調

査
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
農
地
法
の
改
正

（
平
成
26
年
４
月
１
日
施
行
）
を

受
け
、
新
た
な
要
領
の
も
と
調

査
や
地
域
の
農
地
の
見
回
り
を

実
施
し
、
農
業
委
員
会
が
一
丸

と
な
り
、
都
内
の
農
地
の
保
全

や
利
用
促
進
を
よ
り
一
層
進
め

て
い
く
も
の
で
す
。

農
地
の
管
理
徹
底
と
流
動
化
の
推
進
を
！

８
～
10
月
は
「
農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間
」
で
す

副
会
長
に
竹
松
勇
氏
（
小
平
市
）
を
選
任

　
　
　

平
成
26
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
決
定

第
44
回
東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
通
常
総
会

東
京
都
農
業
会
議
情
報

立
川
市
柴
崎
町
３
―
５
―
24

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
４
２
―
５
２
５
―
０
８
７
０

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
４
１
号　

平
成
26
年
７
月
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第
１
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
26
年
6
月
17
日
に
開
催

し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
４
条
２
件

５
８
２
・
１
２
㎡
、
第
５
条
５

件
４
１
９
９
㎡
を
審
議
し
、
許

可
相
当
と
し
て
答
申
す
る
旨
決

定
し
た
。

協
議

 

①
本
年
度
も
「
農
地
管
理
・

流
動
化
推
進
月
間
」
を
設
け
、

都
内
全
域
で
統
一
的
運
動
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

②
平
成
26
年
度
ふ
る
さ
と
東

京
む
ら
づ
く
り
塾
活
動
計
画

を
説
明
し
、
本
年
度
も
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

③
認
定
農
業
者
制
度
の
推
進

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
状

況
と
今
後
の
取
り
組
み
方
策

お
よ
び
「
農
業
委
員
会
と
認

定
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会

実
施
要
領
案
」
を
説
明
し
、

連
携
し
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
①

経
済
政
策
関
係
会
議
と
農
業
情

勢
、
②
規
制
改
革
会
議
「
農
業

改
革
に
関
す
る
意
見
」
へ
の
経

過
と
対
応
、
③
「
都
市
農
業
に

関
す
る
勉
強
会
中
間
取
り
ま
と

め
」
、
④
平
成
25
年
度
食
料
・
業
・

農
村
白
書
の
概
要
、
⑤
女
性
農

業
者
の
意
向
調
査
結
果
な
ど
を

説
明
し
た
。

第
４
回
常
任
会
議
員
会
議

 
 

平
成
26
年
７
月
17
日
に
開
催

し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知

事

諮

問

は
、

４

条

２

件

１

１

５

４

㎡
、

５

条

５

件

１
１
７
２
２
㎡
を
審
議
し
、
許

可
相
当
と
答
申
す
る
旨
を
決
定

し
た
。

協
議

 

①
第
１
１
５
回
通
常
総
会
開

催
計
画
・
提
出
議
案
お
よ
び 

②
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
豊
か
な
食
と
緑
の
あ
る
東
京

に
向
け
た
「
東
京
都
農
業
政
策

に
関
す
る
建
議
案
」
に
つ
い
て

協
議
し
、
総
会
に
提
出
す
る
こ

と
と
し
た
。
③
農
業
会
議
創
立

60
周
年
記
念
事
業
表
彰
者
を 

決
定
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
農

業
委
員
会
系
統
組
織
を
め
ぐ
る

情
勢
を
説
明
し
、
農
業
委
員
会

と
連
携
し
対
応
を
図
る
こ
と
と

し
た
。

常　

任　

会　

議　

員　

だ　

よ　

り

　

５
月
27
日
、
日
比
谷
公
会
堂
に

お
い
て
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大

会
が
開
か
れ
、
東
京
か
ら
は
30
区

市
町
村
の
農
業
委
員
会
長
ら
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
政
府
の
規
制
改
革

会
議
か
ら
出
さ
れ
た
「
農
業
改
革

に
関
す
る
意
見
」
の
内
容
を
容
認

で
き
な
い
も
の
と
し
て
「
農
業
・

農
村
の
再
生
に
向
け
た
農
業
委
員

会
制
度
・
組
織
改
革
に
関
す
る
要

請
」
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
基
本
農
政
の
確
立
に

向
け
た
政
策
提
案
」
や
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
に
お
い
て
国
会
決
議
の
絶
対

遵
守
を
求
め
る
要
請
」
な
ど
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
大
会
の
終
了
後
に
は
衆
議

院
第
一
議
員
会
館
に
お
い
て
都
内

農
業
委
員
会
長
と
東
京
選
出
の
若

手
国
会
議
員
と
の
懇
談
会
が
開
か

れ
、
４
人
の
衆
議
院
議
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
長
か
ら
は
、
規
制

改
革
会
議
の
「
農
業
改
革
に
関
す

る
意
見
」
に
対
し
「
現
場
と
か
け

離
れ
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
」
、

「
農
業
委
員
会
が
建
議
で
き
る
規

定
は
大
切
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
、
ま
た
都
市
農
業
に
関
し
て
は

「
基
本
法
を
早
く
制
定
し
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

「
農
」の
あ
る
暮
ら
し
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
言
及

平
成
25
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

　

政
府
は
、
５
月
27
日
に
「
平
成

25
年
度 

食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
」

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

本
白
書
で
は
、
「
和
食
」
の
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
は

じ
め
、
食
の
安
全
と
消
費
者
の
信

頼
確
保
、
農
業
の
構
造
改
革
の
推

進
や
鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
等

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

第
１
章 

食
料
の
安
定
供
給
の
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み

　

食
料
の
輸
入
途
絶
な
ど
に
よ

り
、
食
料
供
給
に
影
響
が
お
よ
ぶ

恐
れ
の
あ
る
事
態
に
、
政
府
と
し

て
講
ず
べ
き
内
容
な
ど
を
示
し
た

「
緊
急
事
態
食
料
安
全
保
障
指
針
」

が
策
定
さ
れ
た
。

第
２
章 

強
い
農
業
の
創
造
に
向

け
た
取
り
組
み

　

農
地
の
中
間
的
受
け
皿
と
し

て
、
都
道
府
県
ご
と
に
農
地
中
間

管
理
機
構
を
整
備
し
、
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
を

推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
を
支
え
る
農
業
関

連
団
体
と
し
て
、
農
業
協
同
組
合
、

農
業
委
員
会
な
ど
の
活
動
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
３
章 

地
域
資
源
を
活
か
し
た

農
村
の
振
興
・
活
性
化

　

都
市
農
業
の
振
興
と
し
て
、
都

市
住
民
が
地
元
産
の
農
産
物
を
楽

し
め
る
施
設
や
市
民
農
園
の
整
備

な
ど
、
「
農
」
の
あ
る
暮
ら
し
づ

く
り
に
向
け
た
取
組
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

第
４
章 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
被

災
農
地
は
２
万
１
４
８
０
㏊
で

あ
っ
た
が
、
平
成
25
年
度
の
作
付

ま
で
に
１
万
３
４
７
０
㏊
の
農
地

で
営
農
再
開
が
可
能
と
な
っ
た
。

農
業
委
員
会
制
度
・
組
織
に
関
す
る
要
請
な
ど
決
議

東
京
選
出
の
国
会
議
員
と
意
見
交
換
を
実
施

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

農業委員会の情勢や都市農業について
活発な意見交換が行われた
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農
業
委
員
会
の
窓
口
で
は
、
市
民

な
ど
の
求
め
に
応
じ
、
所
有
者
や

耕
作
者
の
氏
名
（
の
み
）
を
公
表

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
街
化
区
域
以
外

に
農
地
を
有
す
る
農
業
委
員
会
に

お
い
て
は
、
窓
口
の
公
表
に
あ
た

り
、
手
数
料
条
例
な
ど
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

農
地
地
図
に
つ
い
て
は
、
全
国

農
業
会
議
所
が
開
発
し
、
無
償
で

地
図
シ
ス
テ
ム
と
電
子
地
図
（
航

空
写
真
）
を
全
農
業
委
員
会
（
市

街
化
区
域
の
み
農
地
の
あ
る
農
業

委
員
会
含
む
）
に
配
布
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
農
業
会
議
所
で

は
、
公
表
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
（
対
象
の

農
業
委
員
会
は
、
本
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
）

農
地
利
用
状
況
調
査

　

農
地
利
用
状
況
調
査
に
つ
い
て

は
、
年
１
回
以
上
、
調
査
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
（
法
第
30
条
）
、

調
査
の
結
果
、
①
耕
作
が
認
め
ら

れ
ず
、
か
つ
引
き
続
き
耕
作
に
供

さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
、
②
そ
の

農
業
上
の
利
用
の
程
度
が
周
辺
農

地
の
利
用
の
程
度
に
比
べ
、
著
し

く
劣
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
い

ず
れ
か
の
場
合
は
、
所
有
者
等
に

対
し
利
用
意
向
調
査
を
行
う
（
法

第
32
条 

※
改
正
事
項
＝
以
後
）

と
さ
れ
、
農
地
利
用
意
向
調
査
の

結
果
、
農
地
中
間
管
理
機
構
お
よ

び
農
地
利
用
円
滑
化
団
体
な
ど
に

通
知
す
る
（
法
第
34
条
）
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。
※
市
街
化
区
域
は

対
象
外

　

一
方
、
東
京
都
内
に
お
い
て
は
、

①
農
地
中
間
管
理
事
業
が
農
業
振

興
地
域
の
み
し
か
事
業
対
象
と
し

て
い
な
い
、
ま
た
、
②
農
地
中
間

管
理
機
構
が
都
内
に
設
置
さ
れ
て

い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
状
況
調
査
と
相
続
税

納
税
猶
予
制
度
適
用
農
地
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
市
街
化
区
域
に
つ

い
て
は
、
農
地
意
向
調
査
の
結
果
、

①
耕
作
の
意
思
表
明
を
行
っ
た
後

も
６
ヶ
月
耕
作
を
し
て
い
な
い
、

②
意
向
調
査
へ
の
回
答
が
６
ヶ
月

以
内
に
な
い
、
③
農
業
上
の
利
用

を
行
わ
な
い
意
思
表
明
が
さ
れ
た

場
合
な
ど
は
、
平
成
17
年
４
月
１

日
以
降
の
相
続
に
よ
り
相
続
税
等

納
税
猶
予
を
適
用
し
た
農
地
に
つ

い
て
は
、
農
業
委
員
会
が
税
務
署

長
に
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
期
限

の
確
定
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
（
制
度
適
用
の
打
ち
切
り
）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
東

京
都
農
業
会
議
で
は
、
８
月
～
10

月
に
全
都
的
に
実
施
す
る
農
地
管

　

農
地
法
の
一
部
改
正
が
本
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
①
農
地

台
帳
の
法
定
化
・
電
子
化
お
よ
び

地
図
の
整
備
と
公
表
の
規
定
、
さ

ら
に
②
農
地
利
用
状
況
調
査
の
改

正
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
農
業
委
員
会
で
は
、
都

農
業
会
議
、
東
京
都
と
連
携
し
、

本
改
正
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
現
在
の
状
況
を
報
告
し

ま
す
。

農
地
台
帳

　

本
改
正
に
つ
い
て
、
農
地
台
帳

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
経
過
措

置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
地
台
帳
は
、
法
施
行
規
則
第

１
０
２
条
に
住
民
基
本
台
帳
と
固

定
資
産
課
税
台
帳
と
の
年
１
回
以

上
の
照
合
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、

法
施
行
規
則
第
１
０
１
条
に
て
、

農
地
台
帳
の
整
備
す
る
項
目
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
農
業
会
議
所
で
は
、
本
年

６
月
に
法
律
に
基
づ
き
、
農
地
台

帳
の
整
備
項
目
の
詳
細
を
示
し
ま

し
た
。

　

農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
台
帳

の
電
子
化
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

が
農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

に
よ
り
基
金
化
を
し
、
そ
の
予
算

を
活
用
し
、
各
区
市
町
村
で
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

作
成
デ
ー
タ
は
、
農
地
台
帳
が

法
定
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
従

来
の
農
地
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
の

ほ
か
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
、
住

民
基
本
台
帳
、
都
市
計
画
関
係
課

な
ど
の
デ
ー
タ
が
総
合
的
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

農
地
台
帳
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
た
め
て
市
街
化
区
域
の
農
地

に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
項
目
に

つ
い
て
非
公
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
市
街
化
区
域
に
お

い
て
は
、
農
地
台
帳
や
地
図
の
公

表
が
市
民
な
ど
に
求
め
ら
れ
た
場

合
に
お
い
て
も
、
公
表
し
な
く
て

よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
市
街
化
区
域
以
外
の
農

地
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
方
法
で
地
図
デ
ー
タ
に

よ
り
、
①
整
理
番
号
、
②
農
地
の

所
在
、
③
面
積
、
④
登
記
地
目
、

⑤
現
況
地
目
、
⑥
農
振
区
分
、
⑦

都
市
計
画
区
分
（
市
街
化
調
整
区

域
の
有
無
）
、
⑧
所
有
者
の
意
向

（
貸
付
な
ど
の
意
向
）
、
⑨
権
利
の

種
類
（
貸
付
の
場
合
）
、
⑩
利
用

状
況
調
査
関
係
な
ど
を
公
表
し
、

理
・
流
動
化
推
進
月
間
に
お
い
て

実
施
要
領
を
決
定
し
、
市
街
化
区

域
以
外
に
お
い
て
は
、
農
地
利
用

意
向
調
査
を
実
施
す
る
前
に
、
法

32
条
の
対
象
農
地
に
つ
い
て
は
、

貸
借
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
、

ま
た
、
市
街
化
区
域
に
お
い
て
は
、

意
向
調
査
を
実
施
す
る
前
に
、
内

容
が
市
街
化
区
域
の
実
態
と
そ
ぐ

わ
な
い
こ
と
か
ら
、
調
査
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
対
象
者
に
趣
旨
な

ど
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
を
農
業

委
員
会
総
会
で
十
分
協
議
し
、
実

施
に
あ
た
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
に
お
け
る
農
地
台
帳
整
備
の
状
況
と

　
　
　

農
地
利
用
状
況
調
査
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

　

こ
の
ほ
ど
、
関
東
農
政
局
の
主

催
に
よ
り
「
平
成
26
年
度
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
活
き
活
き
女
性
交
流
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

「
人
材
を
活
か
す
育
成
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
基
調
講
演
や

農
事
組
合
法
人
等
に
よ
る
事
例
発

表
が
行
わ
れ
、
東
京
都
か
ら
は
、

女
性
農
業
委
員
な
ど
３
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

農
業
に
お
い
て
、
人
材
育
成
や

雇
用
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る

中
、
現
場
で
の
実
態
を
踏
ま
え
た

講
演
や
事
例
発
表
に
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

　

 

活
き
活
き
女
性

交
流
会
開
く
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都
内
の
多
く
の
区
市
町
村
で

は
、
地
域
住
民
に
農
業
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
都
市
農
業
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
い
て
い
ま
す
。

　

三
鷹
市
で
は
「
市
民
の
つ
ど

い
」
、
府
中
市
と
国
分
寺
市
で
は

「
農
ウ
ォ
ー
ク
」
、
狛
江
市
で
は

「
農
業
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ラ
リ
ー
」
、

東
久
留
米
市
で
は
「
親
子
農
業
体

験
」
な
ど
が
開
か
れ
て
お
り
、
そ

　

去
る
６
月
19
日
に
足
立
・
葛
飾
・

江
戸
川
区
の
農
業
委
員
会
と
Ｊ
Ａ

東
京
ス
マ
イ
ル
の
主
催
に
よ
る
農

業
者
研
修
・
講
演
会
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
７
月
19
日
に
は
武
蔵
野
市

の
夏
野
菜
品
評
会
表
彰
式
に
お
い

て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

演
題
は
「
都
市
及
び
そ
の
周

辺
の
地
域
で
農
地
・
農
業
経
営

継
承
に
向
け
た
誰
に
も
必
要
な

相
続
対
策
」
で
、
平
成
25
年
度

に
全
国
農
業
会
議
所
が
行
っ
た

調
査
事
業
に
よ
っ
て
、
第
２
次

相
続
ま
で
を
仮
定
し
た
農
家
の

相
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も

と
に
「
財
産
を
数
値
的
に
と
ら

え
た
相
続
対
策
と
併
せ
て
、
円

滑
な
相
続
に
向
け
た
家
族
内
の枝豆の収穫を楽しむ参加者（三鷹市）

れ
ぞ
れ
の
地
域
農
業
の
特
色
を
活

か
し
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
地

域
住
民
が
都
市
農
業
へ
の
理
解

を
深
め
、
農
業
者
と
消
費
者
が

交
流
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

都
内
各
地
で
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

住
民
の
都
市
農
業
へ
の
理
解
深
め
る
機
会
に

合
意
を
得
る
た
め
の
相
続
対
策

が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
農
業
へ
の
期
待
や

最
近
の
税
制
改
正
、
さ
ら
に
不
動

産
収
入
を
得
る
た
め
の
土
地
利
用

に
は
十
分
な
計
画
が
必
要
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
幅
広
い

内
容
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合

会
（
肥
沼
和
夫
会
長
・
東
村
山
市
）

は
、
７
月
３
～
４
日
に
群
馬
県
昭

和
村
と
嬬
恋
村
に
お
い
て
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
村
で
は
、
村
が
直
営
す

る
「
道
の
駅
あ
ぐ
り
ー
む
で
昭
和
」

を
中
心
と
し
た
直
売
所
や
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
の
運
営
に
つ
い
て
研
究

し
ま
し
た
。

  

嬬
恋
村
で
は
、
日
本
有
数
の
キ
ャ

ベ
ツ
産
地
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

両
村
と
も
に
、
若
い
農
業
者
が

多
く
、
一
生
懸
命
に
農
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

８
月
～
９
月
の
日
程

６
・
２ 

㈪ 

区
内
検
討
会

８
・
１ 

㈮ 

農
委
会
活
動
研
究
会

８
・
８ 

㈮ 

区
・
北
新
任
農
委
研
修

８
・
19 

㈫ 

通
常
総
会
・
互
選
会
・

 
 
 
 
 

　

 
 

60
周
年
記
念
式
典

８
・
28 

㈭ 

農
地
流
動
化
会
議

８
・
29 

㈮ 

担
い
手
支
援
会
議

８
・
29 

㈮ 

主
任
職
員
協
議
会

９
・
５ 

㈮ 

西
・
南
新
任
農
委
研
修

９
・
10 

㈬ 

広
報
研
究
会

９
・
12 

㈮ 

農
委
会
職
員
現
地
研
究

９
・
25 

㈭ 

区
内
農
委
研
修

９
・
30 

㈫ 

北
多
摩
農
委
研
修

北

多

摩

連

合

会

が 
 
 
 

群

馬

県

で

研

修

会

農家女性と市民が交流しながら、
料理づくりは進んだ

農
家
の
相
続
な
ど
に
つ
い
て
講
演
会
開
く

足
立
区
・
葛
飾
区
・
江
戸
川
区
・
武
蔵
野
市

　

小
金
井
市
と
同
市
農
業
経
営

者
ク
ラ
ブ
（
鈴
木
昌
長
会
長
）
は
、

地
元
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
協
力
を
得

て
、
「
新
鮮
夏
野
菜
を
食
卓
に 

地
元
野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室
」

を
開
き
、
市
民
な
ど
19
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

地
元
で
穫
れ
た
野
菜
を
使
い

豚
こ
ま
団
子
や
サ
ラ
ダ
を
作
り
、

参
加
し
た
市
民
は
「
地
元
野
菜

を
使
っ
た
料
理
は
、
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
」
と
話
し
、
好
評

を
得
て
い
ま
し
た
。

小
金
井
市
で
農
家
女
性
が
市
民
に
料
理
教
室
開
く
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